
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 土岐市立土岐津中学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２７日（月）～１１月９日（日）  

 

実 施 概 要 

①�   

①学校開放週間 ②あかりの夕べに出展 ③町の文化祭に参加(吹奏楽部) 
④東濃特別支援学校「窯まつり」に参加 ⑤職場体験学習  
⑥土岐津の森グリーンベルト活動 ⑦抹茶教室 ⑧ＰＴＡ資源回収   

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者   ２２５ 人 
計 ２４７ 人 

地域関係者   ２２ 人 

 
実 施 状 況 

・１０月２７日から１週間、学校開放週間を行った。同期間に保護者

に対しては三者懇談を行い、朝から帰りの会までを開放した。  

・１年生が美術の時間に粘土をこねて、ランプシェイドを制作し、１

０月１８日の市のあかりの夕べに出展した。また、１１月２日の町

文化祭に吹奏楽部が参加して練習の成果を発表するとともに、１１

月１３日の市音楽祭にも参加し、地域行事を盛り上げた。  

・１１月８日の東濃特別支援学校の「窯まつり」に、ＰＴＡ母親委員

と中学生がボランティアとして参加し、運営を手伝った。  

・１１月５日～６日の２日間、２年生が地域の各種事業所に出かけ、

職場体験学習を行った。 

・１１月７日に１年生が総合的な学習で国土交通省の指導のもと地域

の森に入り、森林の役割を学習した。今後、さらに防災に役立つ森

にするための整備を行う。 

・１１月４日に１年生が総合的な学習に自分で作陶した抹茶茶碗を使

い、抹茶教室を行った。地域在住の茶道家を講師に招き、ＰＴＡ母

親委員４名の支援を受け実施した。  

・１１月９日にＰＴＡ第２回資源回収を実施した。  

 
成果及び課題 

○町や公民館行事、特別支援学校の行事に生徒が参加することにより、

地域や特別支援学校とのつながりが深くなると共に、中学校のこと

を地域に知っていただき、生徒も地域をより深く知り、「土岐津を大

切に思う生徒」の育成に繋がることができるとの評価をいただいて

いる。地域に貢献するとともに、地域の方に育てていただくという

気持ちを大事にしたいと考えている。  

○美術の時間のランプシェイド制作や総合的な学習でのグリーンベル

ト活動、抹茶教室など地域に関わる学習を通して、生徒が地域の自

然や文化について改めて学び直したり深く学んだりするきっかけと

なっている。 

▲学校開放週間を行っているが、保護者や家族以外の参観がほとんど

ない。地元公民館と連携を図りながら、地域への広報の仕方をさら

に工夫したい。 

 


